
第６期石狩市総合計画の骨子案作成に向けて
現計画である第５期石狩市総合計画は「このまちに住み続けたい」「このまちに住みたい」と思える魅力あるま

ちであり続けるため、30年先を見据えて、策定されたものであり、当計画の基本構想で掲げる「創造」・「絆」・
「環境」といった目指すまちの姿（将来像）に大きな齟齬がないことから、計画期間を令和８年度まで（４ヶ年
度）延長しています。
現計画が掲げる「目指すまちの姿（将来像）」は、およそ10年が経過した現在においても通じるものが多いこと
から、全面改定ではなく、これまでのおよそ10年間における社会情勢や地域の変化を調査・分析しながら、「協
働」の理念を念頭に置きつつ、市民との対話を通じて新たな要素を確認し、必要に応じて盛り込みながら第６期石
狩市総合計画の策定作業を進めております。

基本構想部分である
30年後（2045年）を見据えた
目指すまちの姿（将来像）は
変わらないと想定

【資料１】



数値で見る10年の変化

年間出生数：331人(2013)⇒248人(2024)⇘
年間死亡数：610人(2013)⇒751人(2024) ⇗

市民１人あたりの借金：
約57万円(2013)⇒約51万円(2024) ⇘

市民１人あたりの貯金：
約5万円(2013)⇒約8万円(2024) ⇗

１年間に使われるお金：
約307億円(2013)⇒約373億円(2024) ⇗
※主な要因は人件費や物価高騰

転出数：
約2,400人(2013)⇒1,744人(2024) ⇘

転入数：
約2,000人(2013)⇒ 1,766人(2024) ⇘

石狩湾新港の貿易額：
約1,187億円(2013)⇒約2,181億円(2024) ⇗
※主な要因はLNG火力発電所の供用開始やガントリー
クレーン２号機の供用開始など

観光客：
約182万人(2013)⇒約227万人(2024) ⇗
※主な要因は道の駅石狩「あいろーど厚田」の
オープン

町内会加入割合：
約７割(2013)⇒約６割(2024) ⇘

除雪費：
約8億円(2013)⇒約13.9億円(2024) ⇗

市民１人あたりの除雪費：
約13,500円(2013)⇒約24,000円(2024) ⇗
※主な要因は人件費や物価高騰、降雪量など
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【図表２ 年齢３区分別人口の推移】

年少人口

生産年齢人口

老年人口

本市の年齢3区分別人口をみると、生産年齢人口については、概ね総人口と同様の推移である一方で、
年少人口は昭和60年（1985年）をピークに緩やかに減少し、老年人口は令和7年（2025年）まで増加
したのち緩やかに減少する推計となっています。

また、年齢3区分別人口構成比をみると、令和2年（2020年）では老年人口割合は34％、生産年齢人
口割合は54％でしたが、令和42年（2060年）推計値では老年人口割合が45％（＋11％）、生産年齢
人口割合は46％（－8％）となっており、将来の人口構成比に大きな変化が生じることが推計されてい
ます。

年齢3区分別人口(第３期石狩市創生総合戦略より）

2020年:56,868人

2020年:6,821人 2020年:30,645人

2020年:19,402人



各年４月１日時点の住民記録台帳上の地域別人口推移を見ると、市全体の人口減少が進む中
でも、その状況には地域差が見られる。旧石狩地区では人口減少が比較的緩やかである一方、
厚田区・浜益区では減少が顕著である。また、近年は外国人人口が増加傾向にあり、人口維
持の一因となっている。

各年４月１日時点の住民記録台帳上の地域別における人口構造を見ると、市内全体で高齢化が進行しているものの、その状況には地域差が見られ
る。旧石狩地区では、厚田区・浜益区と比較して生産年齢人口や年少人口の割合が高く、人口構造の偏りは比較的少ない。一方、厚田区・浜益区
では老年人口の割合が高く、出生数の減少と相まって自然減が進みやすい構造となっている。



市における出来事西暦

10月 「石狩市まちひとしごと創生総合戦略」を策定
10月 釜山航路に定期コンテナ船が週3便就航
11月 マイナンバー通知カードが石狩市内で配達開始

2015年

1月 浜益トンネル開通（延長1.6キロ新トンネル完成総延長4.2キロ）
4月 浜益区デマンド型交通「浜益厚田間乗合自動車」運行開始
11月 土地開発公社解散

2016年

4月 市民協働による子どもの居場所づくり市内4団体が子ども食堂開設
4月 新給食センター稼動
6月 クマ出没相次ぐ市内ゴルフ場や民家の納屋など
9月 浜益大雨災害

2017年

1月 ニッポン全国鍋グランプリ2018であき味の会が優秀賞を受賞
4月 一般財団法人石狩市防災まちづくり協会設立
4月 道の駅石狩「あいろーど厚田」開業
5月 石狩市も日本遺産に追加北前船寄港地船主集落
9月 台風21号接近による暴風被害倒木ビニールハウス倒壊停電など
9月 北海道胆振東部地震石狩市は震度5弱約2日間の停電や液状化現象も
10月 「北ガス石狩発電所」の営業運転開始
11月 「増毛山道と濃昼山道」が北海道遺産に認定

2018年

2月 石狩湾新港火力発電所1号機が営業運転開始
3月 「とれのさと」が石狩振興局より「いしかり災害時対応ファーマーズ・マー

ケット」として認定
6月 北海道電力株式会社と再エネ発電事業等に関する協定を締結

2019年

2月 鈴木知事が緊急事態宣言「週末は外出控えて」新型コロナ
3月 スーパーホテル石狩（市内初のビジネスホテル）オープン
3月 イオン北海道大型物流施設を石狩湾新港に新築
4月 厚田学園開校
4月 全国に緊急事態宣言北海道は「特定警戒」新型コロナ
7月 石狩秋の三大祭り中止
12月 第4回市議会定例会一般質問において「ゼロカーボンシティ」を宣言

2020年

市における出来事西暦

2月 市や商工会議所が洋上風力発電の誘致を目指す「石狩市沖の有望な区域への
早期選定と石狩湾新港の拠点港化を進める期成会」を設立

4月 厚田区浜益区に集落支援員着任
4月 厚田5施設に電力供給する「厚田マイクログリッドシステム」が本稼働
4月 地域脱炭素の先進的な取組を行う地域として国が選ぶ「脱炭素先行地域（第1

回）」に選定される
4月 「浜益特定地域づくり事業協同組合」が、道内5件目となる「特定地域づくり

事業協同組合」として認定される
9月 ニトリホールディングスの物流拠点「石狩DC」稼働開始
10月 ふれあいの杜子ども館開館
10月 オンデマンド交通「いつモ」実証運行スタート（通勤オンデマンド）
11月 オンデマンド交通「いつモ」実証運行スタート（市内オンデマンド）
12月 京セラコミュニケーションシステム株式会社が石狩湾新港地域内に再生可能

エネルギー100％で運営するゼロエミッション・データセンター建設着工

2022年

5月 石狩市沖が再エネ海域利用法に基づく「有望な区域」に整理
9月 石狩市浜益区にヒグマ注意報が発出される（9月29日～11月28日）
10月 石狩市農業協同組合と札幌市農業協同組合が合併し「札幌市農業協同組合」

が発足
10月 石狩湾新港地域において木質系バイオマス発電所の起工式が開催
10月 石狩湾新港洋上風力の風車14基組み立てが終了
12月 「石狩市手話に関する基本条例」制定10周年記念事業「手話でつながるいし

かり」開催

2023年

1月 石狩湾新港港湾区域内で洋上風力発電14基が商用運転開始
3月 石狩鍋が文化庁が認定する100年フードに選ばれる
4月 障がいの有無に関係なく暮らしやすいまちづくりを目指す、「石狩市障がい

者情報・コミュニケーション条例」を施行
4月 オンデマンド交通いつモの運行を通年で開始
4月 市内風力発電で作られた電気を小中学校や公共施設に供給し地産地活
6月 石狩湾新港開港30周年を迎える
10月 再生可能エネルギー100％で運営する全国初のデータセンターが開所

2024年

4月 石狩市こどもの権利条例
4月 パートナーシップ宣誓制度受付開始
9月 浜益ふるさと祭り 会場付近でのヒグマ出没を受けて中止
10月 たびのホテル石狩開業
12月 花川通を延伸し供用開始
12月 本町地区と花川地区を結ぶ予約制バス「本町花川線」の運行開始

2025年

年表で見る10年の出来事

4月 花川中央地域包括支援センターを開設
4月 石狩湾新港地域にコストコホールセール石狩倉庫店オープン
5月 新型コロナワクチン集団接種開始
7月 石狩三大秋祭り2年連続中止

2021年



５つの戦略目標の見直し検討
基本構想を実現するための基本計画は５つの戦略目標により構成されている

基本構想が変わらない ⇒ ５つの戦略目標も基本的には変わらない？

現在の５つの戦略目標は、５期計画策定
時のまちづくりディスカッションや高校
生ワークショップ、また審議会での議論
の中ででた多くの市民意見をもとに、い
しかりが目指すまちの姿の実現のため、
掲げたものです

策定後の10年間で５つの戦略目標のいずれにも分
類しがたい新たな課題が…

「AIを始めとするデジタル技術の活用」
「様々な自然災害に対応する防災・減災まちづくり」
「持続可能な公共交通の確保」etc

これら５つの戦略目標については、 数値の表わす社会情勢が、
計画策定当初の情勢と齟齬がないこと等を確認しながら作業を
行った結果、10年を経た現在においても、今後のまちづくりを進
めるうえで引き続き重要な目標であることから、基本的に５つの
戦略目標は維持しつつ、各目標の背景や目指す方向性については
10年間の変化を捉えた内容に更新していくことが必要

↓
これまでの10年の変化や今後の目指すまちの姿（将来像）の実現
には変化する社会情勢への対応も必要であることから６本目の
目標「時代にあったまちの持続」が必要と仮定し、意見
聴取等を実施



計画策定のための意見聴取等の実施状況

対象手法実施日意見聴取

全市民
webアンケートによる意見聴取
※石狩市在住の15歳以上3,000人を無作為抽出およびチラ
シ配架

2025年12月26日(金)

～2026年1月31日(土)

①第５期石狩市総合計画に対する市民意識調査

●第５期石狩市総合計画に関する意見聴取
アンケート回答件数：571件（内訳：無作為抽出498件、チラシ配架73件）
策定から約10年経過した現行計画の内容に基づき、社会変化・市民ニーズの傾向を把握するために実施しました。

対象手法実施日意見聴取

来場者意見聴取パネルを使用したオープンハウス形式の意見聴取2025年11月29日(日)
②第２回いしかり地産地活博

会場：こども未来館あいぽーと

来場者意見聴取パネルを使用したオープンハウス形式の意見聴取2026年1月11日(日)
③はたちのつどい

会場：花川北コミュニティセンター

全市民webアンケートによる意見聴取
2026年1月27日(火)

～2月28日(土)

④第６期石狩市総合計画の検討に向けた市民意識調査
「あなたが思う石狩市の魅力と目指したいまちの姿」調査

児童・生徒webアンケートによる意見聴取
2026年2月2日(月)

～2月15日(日)

⑤市内小中学校への意見聴取

参加者フューチャーセッションを介した意見聴取2026年2月18日(水)
⑥石狩ミライゆる会議

会場：花川北コミュニティセンター

●第６期石狩市総合計画に関する意見聴取
アンケート回答件数：1,256件（内訳：第６期市民意見調査34件、小中学校への意見聴取1,222件）
意見聴取参加者：314名（内訳：地産地活博 129名、はたちのつどい155名、ミライゆる会議約30名）
新しく策定する総合計画への新たな視点や基本計画の内容に関する基礎データとしての市民意見の傾向を把握するために実施しました。

対象手法実施日意見聴取

市職員
40歳未満を対象グループワークによる意見聴取

第１回：2025年11月20日(木)

第２回：2025年12月19日(金)

第３回：2026年1月28日(水)

⑦庁内研修ワークショップ

●第６期石狩市総合計画庁内研修ワークショップ
庁内WS：３回開催延べ４２名
現行計画策定からこれまでの社会や地域の変化、新しく策定する総合計画の基本計画の内容に関する職員の意見聴取のために実施しました。



毎年、自治基本条例第16条第３項の規定に基づき、市民意識を把握するための調査
を実施しており、市民が総合計画に関わることで、計画自体が進化していく仕組み
を大切にしていることから、まちづくりへの参加意識や戦略目標への関心度、進捗
度評価に繋がるような設問・選択肢を中心に設定しております。

①第５期石狩市総合計画に対する市民意識調査

●意見の概要
・海や山などの豊かな自然環境がありながら札幌へのアクセスが良い点など、石狩
市が持つ自然と都市のバランスを高く評価する声が多くあげられました

・除雪体制、子育て支援といった行政サービスの充実の意見も多くあげられました
・将来に向けた課題として多い視点は交通と雪です。バスの減便や運賃の高さなど
公共交通機関の不便さが指摘されており、車が運転できなくなった際の生活や通
院への不安が大きいです。また、高齢化に伴う雪かきの負担増など将来を見据え
た生活インフラの維持・整備が求められています。

市民意識調査

石狩市にお住まいになったきっ
かけは？

主にどこで買い物をしています
か？

日々の暮らしの中で、どのような
ことに不安や悩みを感じています
か？

これからの石狩市のまちづくりに
関わるとしたら、何をしたいです
か？

これからも石狩市に住み続けたい
と思いますか？

石狩市が好きですか？

どんな集まりに参加しています
か？

石狩市は子育てしやすい環境だと
思いますか？石狩市の魅力アップのために、

もっと活用した方が良いと思う地
域資源はどんなものですか？



②第２回いしかり地産地活博【129名】

再生可能エネルギーを活用するまちづくりをテーマにしたイベントでパ
ネルを展示し、イベント参加もしくはあいぽーとに遊びに来ている子ど
もたち（小学生～高校生）とその家族に６つの目標に関して大事なもの
にシール投票し、その理由について伺いました。また、石狩の好きなと
ころやこうなったらいいなというアイデアを伺いました。

●意見の概要
・安全で快適に暮らせるまちに対して、最も多くの関心が集まり、事故
や犯罪、災害のない平和な暮らしを求める声が目立ちました。また、子
育て・子どもが育つ環境へも関心が高く、天候に関わらず多様な年齢の
子どもが安全に遊べる大型の公園や室内施設を望む意見がありました
・他に、バスや鉄道など交通利便性の向上や、商業施設・エンタメ施設
の誘致による買い物のしやすさがあげられており、自然を守りつつ活気
ある便利なまちへの発展が望まれていました
・あいぽーとや公園等の遊び場、豊かな自然や食、人の優しさを石狩の
好きなところとしてあげる声が多数ありました

③はたちのつどい【155名】

●意見の概要
・地産地活博と同様に、子育て、安全・快適なまちへの関心が圧倒的多
数を占めました
・特に生活に直結する公共交通（バス）の利便性向上・終便の延長を求
める切実な声が非常に多く寄せられました
・将来自分が親になったときに子育てしやすいまちであってほしいとい
う声や、ライジングサンなどのイベントや食の魅力を発信し、もっと石
狩を誇れる、自慢できるまちにしてほしいといった、シビックプライド
の醸成を求める意見も目立ちました

石狩市に在住、または生まれ育った20歳の若者から、式の前後の時間
を利用して、６つの目標に関して大事なものにシール投票し、その理由
について伺いました。また石狩市まちづくりへのメッセージを伺いまし
た。



④第６期石狩市総合計画の検討に向けた
市民意識調査【34件】

石狩市の魅力や目指したいまちの姿などについてWebで伺いました。

●意見の概要
・地域資源からの仕事創出や持続可能な地域
づくりに多くの関心が集まりました
・豊かな自然や独自の歴史、食文化など石狩
の資源を再評価し、観光や新しい仕事の創出
につなげ、地域経済の好循環や地元への誇り
を生み出したいという声が多くありました
・一方で、人口減少や高齢化への危機感から
、近隣市町村との連携や、軌道系交通網整備
を求める声が多数ありました
・自動運転などの最先端技術導入によるイン
フラ維持や、各地域の実情に応じたまちづく
りを求める声もありました

⑤市内小中学校への意見聴取【1,222件】

⑥石狩ミライゆる会議【約30名】

(株)WREERA主催の定期イベントを番外編として開催しました。石狩市の
地域住民が一堂に会し、お互いの地域の魅力や課題を共有し、新たな協働
プロジェクトを生み出す場を創出することを目的としたイベントの中で、
登壇者を含め、参加者のみなさんと交流会の中で意見交換をしました。

●意見の概要
・石狩の持つ都市と田舎の両面の個性をかけ合わせた地域づくりへの取組
アイデアが多く生まれました
・3名の登壇者の話題提供から、教育や暮らしにアートを取り入れ、子ど
もの感受性を育みながらまちに新たな風景を創出するアイデアに共感が集
まったり、本町エリアの歴史や夕陽を活かした体験型観光・滞在拠点の創
出のアイデアがありました
・また、ボランティア活動や地域間（花川、厚田、浜益など）の子どもや
大人の交流を通じて、関係人口を増やし、デジタル化が進む中でも人の役
割やあたたかいコミュニティを築いていくことを意見交換しました

●意見の概要
・安心・安全に過ごせて暮らしやすいまちへの
関心が圧倒的で、交通事故や犯罪のない平和な
生活の維持への声が大きいです
・石狩の好きなところとしては、海や川などの
豊かな自然や石狩鍋や鮭などの美味しい食べ物
、地域の人の優しさが多く挙げられました
・一方で、遊び場と利便性の向上へのニーズが
目立ちました。他、冬でも遊べる室内施設や大
きな公園、大型ショッピングモールや飲食店の
誘致を望む声が多数ありました
・地下鉄や電車の開通といった交通網の改善、
通学路の安全を守る早く丁寧な除雪を求める意
見も特徴的です

市内小中学生へ「みらいの石狩について考えよう」をテーマに総合計画
の内容や未来の石狩についてのアイデアを伺いました。



⑦庁内研修ワークショップ【３回開催延べ42名】

30年後の市政の中心を担う若手・中堅職員を対象に、①総合計画が
描く未来への理解を深めること、②部署を越えた業務内容や課題感
の共有による庁内の連携強化、③職員のリアルな思いや姿勢を総合
計画へ反映させることを目的として、全3回のワークショップを開催
しました。

●意見の概要
・日々の業務においては、市民との関わりや感謝の言葉がやりがい
となる一方、慢性的な人手不足や庁内の縦割り体制への課題感があ
げられました
・過去10年の石狩の変化として、再生可能エネルギーの推進や大
型商業施設進出による発展が評価される半面、気候変動や災害へ
の脆弱性も指摘されました
・石狩の未来に向けて、人口減少が進む中、AIやDXを活用した
行政サービスの効率化が不可欠だが、デジタル化が進むからこそ
、地域コミュニティや世代間のつながりがより重要になること、
また、シニア層を地域の担い手と捉える仕組みづくり、市民がま
ちづくりを自分ごととして捉えシビックプライドを育むこと、そ
して若者が定住したくなる魅力的な仕事と環境創出が重要である
との意見がありました。

気候変動・
自然環境

再エネ・
推進

商業・観光

教育・福祉・
健康

人口流入・
多文化

推進・働く・
学ぶ環境

交通アクセス・
公共交通

防災

庁内の若手・中堅
職員が感じている
10年間の変化

・気温上昇により、雪が減った
り、小中高にエアコンがついた

・エアコンなしでは生活できない
くらい温暖化が進んだ

・鮭の遡上が見られなくなった
・動物の被害が増えている

・再エネが増え、石狩市が注目されるようになった
・ゼロカーボンの取組など、市外から注目をあび

る話題が増えた
・新港地域に多様な業種の企業の進出が増え、発展

している

コストコができて買い物しやす
くなった

コストコや道の駅など、外の人を
呼べる施設ができた

道の駅が開業し、入込客数もコロ
ナ前に戻ってきている

ホテルが 棟も建設・開業された
キャンプ場が使いやすくなった

のチケットが返礼品になるな
ど、ふるさと納税の返礼品のバ
リエーションが増えた

お店が閉店したり、営業時間が短
くなっている

鮭が減り、価格が上がった
鮭の漁獲量が減ってきているため、
鮭に頼る産業振興ができなくなる
可能性がある

樽川、緑苑台に戸建て
住宅が増えた

新しい宅地に住宅が増
え、若い世代が増えた

宅地造成が進み、転入
してくる人が増えた

外国人アパートが増え、
マナーなど価値観の違
いが気になっている花川通の延伸工事が進み、

交通アクセスが良くなる

バスの本数が減り、車がない
人が困っている

特に厚田と浜益の路線でバス
がなくなり、公共交通が不
便になってきている

オンライン手続きやペーパーレス化によって手続きが楽になった
システム統一、 活用により、業務の効率化が進んだ
チラシなど情報の電子化、オンラインでのやりとりが増え、効率
的になった

ナチュラルビズスタイルの導入によって働きやすくなった
職員の初任給が上がっている
タブレットが支給されるなど学校の設備が充実した

胆振東部地震に
よる被害で市
役所の脆弱性
が明らかにな
った

子ども医療手当など、さまざまな給
付金が増えて生活しやすくなった

全国初の手話条例の制定により、手
話が普及し石狩の名が有名になった

学校の統廃合
やクラスの減
少が進んでいる

医療機関が減少
している

医療費は右肩上
がり



６本の戦略目標を補足するための基本的方向（案）の検討

目標１
「新現役世代」

が活躍する

新現役世代が活
躍できる場と仕
組みづくり

世代間・地域間で互いに
支え合う持続可能なコ
ミュニティの形成

安心して暮らし続
けられるための環
境の整備

目標２
「子育て力」を
さらに発揮する

第５期総合計画
戦略目標のねらい

石狩市創生総合戦略
具体的な施策項目

第６期総合計画
基本的方向（案）たたき台作成

庁内ワークショップでの意見をグルーピング

市民意見

社会全体で子育て
を支える、切れ目
のない支援体制と
環境の充実

子どもの創造性や主体性
を育む、多様な居場所と
体験機会の創出

地域特性を活かし、
豊かな学びを支え
る教育環境の充実

目標３
「地域資源」から

モノやしごとを創る

地域の産品のさら
なる魅力の向上

まちのにぎわいを支え
る地域産業の育成

多様な主体が連携し、
地域内で経済が循環す
る持続可能な産業基盤
の構築

石狩湾新港を核と
した次世代産業振
興の促進

目標４
「いろんな顔」

をつくる

観光資源の魅力
を高め、石狩の
ファンの拡大

地域が培ってきた固有の
歴史文化やなりわいを活
かした交流・関係人口の
創出

石狩で暮らし、働
きたくなる環境の
整備

目標５
誇りとなる「人や
文化」を育てる

石狩らしい豊かな風土や
文化の継承と育成

生涯にわたる学びと実
践の場を通じた、まち
への愛着とシビックプ
ライドの育成

目標６
時代にあったまち

（地域）として持続する

デジタル技術の利便性
と、人と人のつながり
が調和する市民サービ
スの提供

都市機能と自然豊かな環
境の相互補完による、新
たな地域価値の創造

強靭で安全・安心
な防災・減災まち
づくりの推進 持続可能な生活基盤

を支える、次世代を
見据えた地域公共交
通の確保

人口減少社会を見据
えた、広域連携や公
民連携による持続可
能な行政経営の推進

市民意見聴取などから
基本的方向（案）たたき台を

ブラッシュアップ


